
放課後等デイサービス自己評価表事業所向け 
放課後等デイサービス ぱれっと草薙南 集計数（７） 

  チェック項目 はい 
どちら 

とも 

いえない 
いいえ 改善目標、工夫している点など 

環

境 
・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースと

の関係で適切であるか  
４ ３   

・２０名定員となったが、有効に使えた

のではないかと思う。2 階もあるの

で、支援員同士で利用者さんがどこに

いるか全員が把握するよう努めた。 

②  職員の配置数は適切であるか  ３  ４      

・学校の日課や利用者さんへの支援の必要

度にもよるが、おおむね適切だったよう

に思う。自立や自活に近づくことが目的

なので、手をかけすぎて自立や自活の芽

を摘んでしまわないよう心がけた。 

③  
事業所の設備等について、バリアフリ

ー化の配慮が適切になされているか  
３ ４   

・車いすや独歩が難しい利用者さんに配慮

した設計になっているが、多くの利用者

さんが独歩可能なので、活用することは

あまりなかった。 

業

務

改

善 

④  
業務改善を進めるための PDCA サ

イクル（目標設定と振り返り）に、広

く職員が参画しているか  
２    ５   

・手立てと目標を明確に分けるよう周知し

た。手だてが目標にならないようにする

ことと、前回の活動の反省点を次回の改

善点に盛り込むよう心がけた。 

⑤  

保護者等向け評価表を活用する等に

よりアンケート調査を実施して保護

者等の意向等を把握し、業務改善につ

なげているか  

４    3  

・前年度保護者からいただいた防災に関す

る取り組みに重点を置くことを意識し

た。送迎の際などに直接お話を伺い、全

員に周知したり注意点を共通理解したり

している。評価のための評価にならない

ことを心がけた。 

⑥  
この自己評価の結果を、事業所の会報

やホームページ等で公開しているか  
  ２      ５  

・今まで公表することはなかった。 

⑦  
第三者による外部評価を行い、評価結

果を業務改善につなげているか  
１ ３ ３ 

・第三者の方による評価は受けたことがな

い。保護者の方のアンケートや利用者さ

んの反応は業務改善の参考にさせていた

だいている。 

⑧  
職員の資質の向上を行うために、研修

の機会を確保しているか  
５ ２   

・組織的には行われなかったが、具体的な

場面を通し利用者さんの反応も見ながら

話しあったりアドバイスしたりした。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑨  

アセスメントを適切に行い、子どもと

保護者のニーズや課題を客観的に分

析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか  

４  ３   

・場当たり的で事業所の独りよがりになら

ないよう、お子さんの将来の自立や自活

につなげることを意識して計画するよう

心がけた。 

⑩  
子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントツール

を使用しているか  
１ ６  

・ツールを使うことはなかったが、必要に

応じて発達検査の結果を見せていただ

き、数値の見方や支援への活かし方につ

いて話し合い保護者の方にアドバイスし

た。数値はその時の状態によって大きく

異なるので、数値だけに振り回されて目

の前のお子さんを見ないことがないよう

に心がけた。 

⑪  
活動プログラムの立案をチームで行

っているか  
４  ３   

・月のイベントカレンダーを作成し、全員

で知恵を出し合い場当たり的にならない

よう心がけた。その際には目的と手段を

明確に分け、その活動が将来の自立や自



活にどうつながるか、ということも意識

するよう心がけた。 

⑫  
活動プログラムが固定化しないよう

工夫しているか  
５ ２   

・マンネリ化しないようプログラムを組ん

だが、似たことを繰り返し行うことで安

心したり内容が定着したりする利用者さ

んもいるので、季節を変えて同じことを

おこなったり少し内容を変えて行ったり

することは有効だと考える 

⑬  
平日、休日、長期休暇に応じて、課題

をきめ細やかに設定して支援してい

るか  
３    ４   

・大まかな活動は立てたが、細かくしすぎ

ると、利用者さんの意に添わなかったり

窮屈になったりしてしまう。好きなこと

なら何をやっても良いということではな

いが、自由時間を自分の力でコーディネ

ートすることの必要性も意識した。 

⑭  
子どもの状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宜組み合わせて放課後等

デイサービス計画を作成しているか  
３   ４   

・無理に集団に入れて不適応を起こすこと

がないよう心がけた。利用者さんが自分

の気持ちに余裕がない時には、絶対にグ

ループの輪の中に入れることはしない。 

⑮  
支援開始前には職員間で必ず打合せ

をし、その日行われる支援の内容や役

割分担について確認しているか  
６    １   

・その日の大まかなスケジュールを確認す

るだけでなく、活動後になる場合もある

がその活動の意味や将来にどうつながる

かなどについて話し合ったりアドバイス

したりする機会を設けるよう心がけた。 

⑯  

支援終了後には、職員間で必ず打合せ

をし、その日行われた支援の振り返り

を行い､気付いた点等を共有している

か  

４ 3   

・翌日に異なる職員が担当することもある

ので、申し送りは必ずおこなった。不適

応を起こしたらそのことだけでなく、き

っかけやその時の状態などについても申

し送るよう心がけた。 

⑰  
日々の支援に関して正しく記録をと

ることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか  
5 ２  

・情報交換を行いながら記録をとった。で

きごとの羅列ではなく、背景やそのこと

の意味などについても記録するよう周知

した。時には半年前や 1 年前を思い起

こして、利用者さんの安定や成長につい

て職員や保護者の方と話し合う機会も設

けた。 

 

⑱  
定期的にモニタリングを行い、放課後

等デイサービス計画の見直しの必要

性を判断しているか  
５ ２   

・利用者さんの将来につながる、評価に基

づいた計画を作るよう心がけた。必要に

応じて相談事業所に実際の利用者さんの

姿を見ていただき、第三者の目から利用

者さんを見てもらう機会も設けた。 

⑲  
ガイドラインの総則の基本活動を複

数組み合わせて支援を行っているか  
3 ４   

・安心、安全、安定が第一である と考え

ている。学習支援は教えるのではなく、

学習習慣を身に付けたり問題を宝探しの

ようにして解く楽しさを味わうことが目

標であることを周知し、家庭教師や学習

塾のようにならないよう心がけた。 

関

係

機

関

や

保

⑳  

障害児相談支援事業所のサービス担

当者会議にその子どもの状況に精通

した最もふさわしい者が参画してい

るか  

３ ４   

・まず手立てや支援があるのではなく、

利用者さんの将来の姿を意識し、ゴー

ルイメージを作ってから必要な手立て

や支援を考えたり評価したりし、共有

するよう努力した。 



護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

学校との情報共有（年間計画・行事予

定等の交換、子どもの下校時刻の確認

等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブ

ル発生時の連絡）を適切に行っている

か  

６  1   

・短時間で情報交換を行うよう努めた。求

められれば在所中の様子をお伝えし、同

一方向で利用者さんの支援に当たれるよ

う心がけた。 

㉒  
医療的ケアが必要な子どもを受け入

れる場合は、子どもの主治医等と連絡

体制を整えているか  
１ ４ ２  

・医療的ケアが必要な利用者さんのご利用

はなかった。服薬やアレルギーなどにつ

いては全職員で共通理解し、医療的な事

故が起こらないよう周知したこともあ

り、医療的な事故はおこらなかった。 

㉓  

就学前に利用していた保育所や幼稚

園、認定こども園、児童発達支援事業

所等との間で情報共有と相互理解に

努めているか  

２ ５  

・すべてではないが、入学前の支援につい

て関係機関とその課題につて話し合っ

た。園によって特別支援についての考え

が異なり、公立と私立でもその差が顕著

であることを感じている。 

㉔  

学校を卒業し、放課後等デイサービス

事業所から障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内

容等の情報を提供する等しているか  

２ ５   

・保護者の方と特別支援学校卒業後の進路

について話し合ったことはあるが、それ

以上の申し送りなどは特に行っていな

い。 

㉕  
児童発達支援センターや発達障害者

支援センター等の専門機関と連携し、

助言や研修を受けているか  
２ ５   

・利用することはなかったが、静岡市特

別支援教育センターや静岡市発達障害

者支援センターとは、いつでも情報交

換できる関係性を築いてある。 

㉖  
放課後児童クラブや児童館との交流

や、障害のない子どもと活動する機会

があるか  
０  ３ ４ 

・この項目については保護者から低い評価

をいただいているが、評価の項目として

適当であるか一考の余地があると考え

る。買い物に出かけたり地域の施設に出

かけたりすることで、健常な方と触れ合

う機会は設けられていると考える。 

㉗  
（地域自立支援）協議会等へ積極的に

参加しているか  
1 ２ ４ 

・特に参加はしていない。地域を盛り上

げようとしているグループやボランテ

ィアや障害者スポーツの団などとは連

絡を取り合い、活動が狭い範囲にとど

まらないよう心がけている。 

㉘  
日頃から子どもの状況を保護者と伝

え合い、子どもの発達の状況や課題に

ついて共通理解を持っているか  
7        

・単に行ったことや様子をお伝えするので

はなく、そのことの意味や将来の自立や

自活とのつながりなどについて共通理解

するよう心がけている。いつもと異なる

支援や新しい支援を行う時には、事前に

保護者の方に説明し、納得していただい

てからにしている。 

㉙  
保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対してペアレント･トレ

ーニング等の支援を行っているか  
３ 3 1 

・申し出があれば行うが、特に行うこと

はなかった。プログラムに頼らず、利

用者さんの安定や成長はわが子をプラ

ス評価し保護者の方の自己肯定感を上

げることにもつながるので、小さなこ

とでもよい表れを見つけてお伝えする

ことに心がけた。 

保

護

者

㉚  
運営規程、支援の内容、利用者負担等

について丁寧な説明を行っているか  
５ ２    

・見学時や契約時や受給者証の更新・支援

計画の見直しの時などに、手続きが機械

的にならないように気をつけている。 



へ

の

説

明

責

任

等 

㉛  
保護者からの子育ての悩み等に対す

る相談に適切に応じ、必要な助言と支

援を行っているか  
5 ２   

・送迎時などに保護者の方に積極的によい

表れをお伝えするよう心がけている。進

学や就労について不安に感じている方も

いるので、求められればその都度時間を

設けて話を伺ったりアドバイスしたりし

ている。 

㉜  
父母の会の活動を支援したり、保護者

会等を開催する等により、保護者同士

の連携を支援しているか  
０ ４ ３ 

・コロナの影響もあり、進路学習会１回に

とどまった。収束の気配も感じられるの

で、計画的に事業所を解放し、風通しを

良くしたいと考える。  

 

㉝  

子どもや保護者からの苦情について、

対応の体制を整備するとともに、子ど

もや保護者に周知し、苦情があった場

合に迅速かつ適切に対応しているか  

５ ２    

・大きな苦情はなかった。保護者の方にも

この件については特に不満に感じることは

ないと高い評価をいただいている。 

 

 

㉞  
定期的に会報等を発行し、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信しているか  
３      ３  １ 

・月ごとのイベントカレンダーの発行に

とどまった。ＬＩＮＥアカウントも整

ったので、紙面に頼らずさまざまな方

法で情報発信をしたいと考える。 

 
㉟  個人情報に十分注意しているか  ７      

・情報が外部に漏れたりうっかり口にして

しまったりすることがないよう、職員に

周知している。 

㊱  
障害のある子どもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をし

ているか  
7     

 ・事情も知らずに「がんばってほしい」

などという安易な励ましはしないよう心

がけている。緘黙の子どもには筆談やＹ

ＥＳ・ＮＯの選択など、自分の気持ちを

相手に伝える手立てを用意している。表

出の少ない利用者さんの、ちょっとした

表情や動きなどにも目を配り表れをみと

るよう心がけている。 

 
㊲  

事業所の行事に地域住民を招待する

等地域に開かれた事業運営を図って

いるか  
０  ５ ２ 

・特に行わなかったが、地域の行事に参加

させていただくことはあった。  

非

常

時

等

の

対

応 

㊳  
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアルを策定し、

職員や保護者に周知しているか  
7     

・マニュアルを作成するだけでなく、シミ

ュレーションをしたり訓練したりして、

万が一の時にあわてず対処できるよう心

がけた。 

㊴  
非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行ってい

るか  
７ ０   

・発災の時にあわてなくてもよいよう、避

難訓練を計画的に行った。非常食を食べ

る機会なども設け、防災に関する保護者

の方の意識も高めるよう心がけた。防災

用のラインアカウントのもほとんどの保

護者が加入してくださったので情報の送

受信の訓練を行うが、情報量が多くなり

すぎないよう注意する。 

㊵  
虐待を防止するため、職員の研修機会

を確保する等、適切な対応をしている

か  
６   １   

・言葉や力でコントロールすることは絶

対にしないよう周知した。充実した時

間を過ごせれば不適応を起こしたりパ

ニックにすることはないので、利用者

さんが楽しく自分らしく過ごして、次

の来所を楽しみにし保護者の方もわが

子を安心して託せる事業所を目ざして

いる。 



㊶  

どのような場合にやむを得ず身体拘

束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分に説

明し了解を得た上で、放課後等デイサ

ービス計画に記載しているか  

５  2   

・充実した毎日を送ることができれば不

適応を起こしたりパニックを起こした

りすることはないと考える。毎日が充

実していれば、拘束しなければ利用者

さんをコントロールできない状況には

陥らないと考えている。 

㊷  
食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がされ

ているか  
４ ２  １ 

・利用者さん同士のおやつや食べ物の交換

は絶対にしなかった。調理の際には事前

に保護者の方に内容や原材料などを伝

え、問題がないことを確認してから口に

するよう徹底した。 

㊸  
ヒヤリハット事例集を作成して事業

所内で共有しているか  
６ １   

・背景やそれに至った原因について全員で

話し合い、問題点を改めることで、同じ

ことが原因で別の事故が起こらないよう

に心がけている。 

  

   

 


